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基礎編セミナーのご案内

●プログラム

1  レクチャー まちづくりと交通政策総論 （一社）グローカル交流推進機構理事長 土井      勉

2   意見交換 持続可能なまちと交通-わたしの問題意識- 参加者のみなさまから

3  レクチャー 公共交通の経営 神戸大学大学院経営学研究科教授 正司  健一

4  レクチャー 交通政策とコミュニケーション 愛媛大学大学院理工学研究科教授 松村  暢彦

5  レクチャー 公共交通活性化,再生の実践 株式会社ティデザイン　　 辻堂  史子

6   意見交換 持続可能なまちと交通-課題解決に向けて- グループ・ディスカッション(参加者全員)

参加者の声

このたび、特定非営利活動法人持続可能なまちと交通をめざす再生塾(略称：NPO法人再生

塾)では、地方自治体の交通政策担当、交通事業者の計画担当、交通政策プロジェクトを推

進されるコンサルタント、交通政策を学ぶ学生の皆様方を対象として、「令和元年度(2019) 

再生塾 基礎編セミナー」を開催いたします。

この塾は、より望ましい持続可能なまちと交通をすすめるために、有用な理論的実践的情報

提供、取り組みの支援、人材育成、技術の普及、交流などを行うものであり、2007年度から

毎年開催し，参加者の皆様から好評をいただいています。

初めて交通政策を担当される方、既に交通政策を担当しているが，あらためて基礎的な知識

を勉強されたい方などを対象として、持続可能なまちと交通、なかでも総合的な交通政策を

すすめるための実務に直結する幅広い知識をわかりやすく講義いたします。

意欲ある皆様方のご参加をお待ちします。

特定非営利活動法人 持続可能なまちと交通をめざす再生塾 理事長　正司 健一

・今まで森の中で方向が分からなかったのが、見晴らしの良い丘の上に登れたような気分。

  (自治体職員)

・グループ・ディスカッションでは、同じような悩みを抱えている人が、たくさんいることが

 分かって共感した。(自治体職員)

●概要 日程 平成31年5月18日（土）10:00～17:00

 定員 50名（先着順）

 参加費用 3,000円（NPO法人再生塾会員及び賛助会員は無料）

 対象 地方自治体の交通政策担当、交通事業の計画担当、
  交通政策プロジェクトを推進するコンサルタント、
  交通政策を学ぶ学生、地域住民など

 申込方法 FAXもしくはメールにて申込み　※申込書、問い合わせ先は裏面

会場 

神戸大学梅田インテリジェントラボラトリ

〒530-0014　
大阪市北区鶴野町梅田ゲートタワー８階
電話：06-6459-7049
http://www.b.kobe-u.ac.jp/access/osaka_room/

※会場へは公共交通をご利用下さい
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申込締切：５月10日（金）

セミナーのようす

※講師陣は、各地の自治体等の交通政策に実際に取り組んでいる実践的な研究者たちです。（詳細は裏面）

～初めて交通政策を担当された方や改めて基礎的な知識を学びたい方

主催 ：特定非営利活動法人 持続可能なまちと交通をめざす再生塾
共催（予定）：京都大学大学院工学研究科・交通政策研究ユニット（予定）
後援（予定）：国土交通省近畿運輸局／公益社団法人土木学会／公益社団法人日本都市計画学会関西支部
 （一財）地域公共交通総合研究所 

総合的な交通政策を進めるために

土木学会認定CPDプログラム[JSCE18-0319](5.7単位)

なぜ、"まち"と"交通"は変わらないのだろう？どうすれば変えられるのだろう？

阪
急
神
⼾
線
・
京
都
線

J
R
京
都
線

洛生会中津病院
梅田ロフト

大阪鶴野町
郵便局

梅田ゲートタワー

阪急百貨店

阪急メンズ
大阪

ヘップファイブ

ヨドバシ
カメラ

地下
鉄⾕
町線

JR大
阪駅

阪
急
梅
田
駅

梅
田
駅

御
堂
筋



なぜまちと交通は変わらないのだろう？どうすれば変えられるのだろう？

公共（共に生きる）の豊かさを取り戻すことはできないだろうか？

「再生塾」は、地域がかかえる数多くの問題、なかでもまちと交通の課題の解決・再生に向け、多くの人と対話を通して“ビジョン”と“夢“を共有し、 関係す

る様々な立場の人たちの取り組みを実践的に支援することで、その地でくらす人々の、安心で豊かな「持続可能なくらし」を実現することを目的として

活動しています。2007年、故北村隆一先生の提唱に賛同した仲間が集まり活動を開始しました。（2009年2月、特定非営利活動法人の認証を受ける。）

活動の軸は「人づくり」です。まちづくりや交通に携わる学識経験者、行政関係者、技術者の有志らが相互に連携しながら、それぞれが専門とする技術や

経験をもとに、各地域でまちづくりと交通政策に関わる行政団体、企業等の実務者や地域住民のみなさまを実践的に支援するべく、これらの方々を対象

とした塾（セミナー）や研修活動を積極的に展開しています。

再生塾とは　持続可能なまちと交通をめざして

 お問い合わせ　特定非営利活動法人 持続可能なまちと交通をめざす再生塾（NPO法人再生塾） 事務局：橘、大藤
〒532-0011  大阪市淀川区西中島７丁目1-20 第一スエヒロビル

電話：06-6101-7001　FAX：06-6101-7002　E-mail：kaiin@saiseijuku.net

http://www.saisei juku.net

「基礎編セミナー」申込書（FAX：06-6101-7002）

送付先：NPO法人 再生塾（事務局：橘、大藤）
※ご記入いただきました個人情報は、当法人の事業連絡のみに使用いたします。
※上記の事項をメールで右記アドレスにお送り頂いても結構です。 （E-mail：kai in@saisei juku.net）　

●基礎編セミナー 講師紹介

氏名（漢字）

（ふりがな）

所属

連絡先 〒

TEL： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   FAX:

E-mail：

申込締切：５月10日（金）

経験豊富な講師陣が あなたの"気付き"をうながします。

松村　暢彦　
愛媛大学大学院理工学研究科　教授
公共交通を通じたより豊かなまちづくりをコ
ツコツ実践。モビリティ・マネジメントや交通
まちづくりに関する論文多数。社会基盤を取
り扱った小中学校の教材開発に情熱を燃やす。

●著書　「RURAL AND URBAN SUSTAINABILITY GOVERNANCE」「わかる土木計
画学」「モビリティ・マネジメント教育」「都市・まちづくり学入門」「地球温暖化防
止に向けた都市交通」「モビリティ・マネジメントの手引」など
●受賞:日本都市計画学会年間優秀論文賞（2011）、第1回EST交通環境大賞奨励賞
（2010）など

正司　健一　
神戸大学大学院経営学研究科 教授　
都市公共交通の運営，交通需要マネジメント，
鉄道企業の経営戦略等に詳しく、著書･講演等
多数。空港･道路･鉄道･電気通信などのネット
ワーク･インフラ整備，交通まちづくり，行財
政改革の議論等にも詳しい。

●著書　「都市公共交通政策:民間供給と公的規制」「ポスト・モータリゼーショ
ン-21 世紀の都市と交通戦略」など
●受賞:第23 回国際交通安全学会賞 著作部門 (2002)、日本交通学会賞 著書の部 
(2002)など

土井　勉　
一般社団法人グローカル交流推進機構　理事長　
地方自治体・鉄道会社・研究財団等を経て、
2019年から現職。専門は交通計画。特に、公共
交通を中心とした交通まちづくりに取り組
む。多くの自治体などの公共交通政策の委員
及び委員長等を務める。

●著書　「ビジョンとドリームのまちづくりーまちと交通再生のための都市政
策」「都市計画とまちづくりがわかる本」「つながりのコミュニティ-人と「地域」
が生きるかたち」など
●受賞:平安建都1200年記念論文優秀賞(1986)、大阪駅北地区国際コンセプトコ
ンペ優秀賞受賞(2003)、JCOMMプロジェクト賞(2012)

辻堂　史子　
株式会社ティデザイン 代表取締役社長　
コンサルタントとして大阪市・京都市・富山県
等の交通施策の実践に携わる。行政や交通事業
者との話し合いの中での気づき・発見を大切に
し、世の中が少しでも良くなることを夢見る酒
豪少女。よろず相談承ります。まずは一献呑み
ながら。

●活動：NPO法人持続可能なまちと交通を目指す再生塾ＬＦ、　大阪大学ＣＯ
デザインセンター非常勤講師
●資格:技術士（建設部門） 
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